
平成２７年度 第１回江戸川区景観審議会 意見の概要 
 

平成 27年 7月 29日（水）に第１回江戸川区景観審議会が開催され、以下の４点につい
て報告がありました。 
・学校改築について 
・景観まちづくり賞について 
・小景観区の取り組みについて 

 
■平成 27年度 第１回江戸川区景観審議会 意見の概要 
 
報告事項１ 小松川第二中学校改築について 

【校舎外観の色彩について】 

〇この建物を背景に、子供たちや展示作品が飾られて彩として入ることを考えれば、やや

彩度を抑えめにしてもいいように感じる。 

〇全体的に温かみを感じる色で、周辺の緑と融和的に調和させる方が、この地区の周辺環

境に合っている。 

〇子ども達が楽しめるような色彩環境があってもいい。 

〇壁面に校章を入れるなど、アクセントを付けるのも良いのではないか。 

【植樹について】 

〇校庭と校舎の間に緑があると、陰影が風景になる。 

〇法面の緑化で建物と緑の融合を図る方法もある。 

〇既存木を移植し、学校の緑を引き継いでいくことも教育にとって大切。 

報告事項２ ＪＲ小岩駅周辺地区について 

【南小岩７丁目西地区】 
〇店舗の内側の窓から貼られている広告等も運用計画等でＯＫ。 
〇竣工した南小岩７丁目西の再開発ビル前の広場が地域のイベント等でもっと活用される

と良い。 
【その他】 
〇ビルが足元を立ちふさぐと、強い圧迫感を生む。高層部だけでなく、低層部にも配慮が

必要である。 
〇小岩らしさを出すには、建物だけでなく、ソフトも大事。駅前広場や公共スペースをイ

ベント等でうまく活用して、いきいきしたものが見えるまちになってほしい。 
〇景観は１つのポイントだけでなく、多面的に考えなければいけない。 
報告事項３ 景観まちづくり賞について 
〇第４回授賞式および第５回募集について報告 
報告事項４ 小景観区の取り組みについて 

〇えどがわ百景の活動について報告 
 


